
地域に貢献する利活用方策について 

 

１ Ａ施設 

  本館及び研究棟（いずれも仮称）においてモニタリング及び調査研究を実施するとと

もに、交流棟（仮称）において本格的な展示及び体験型学習等を行うこととしており、

これらの施設がいずれも、住民に開かれて利用しやすく、またＡ施設全体として地域に

密着し、貢献するような利活用を目指す。 

 

(1) 利用者想定 

 ア 未来を担う子供達（保護者を含む） 

 イ 県民（地域住民、県内居住外国人、来県者を含む） 

 ウ 除染・放射線測定等の業務従事者 

エ 研究、学会、国際会議等に参加する専門家 

オ NPO、住民団体等 

 

(2) 交流棟の利活用 

  ア 展示・学習施設の内容（ハード面） 

   ・ 放射線に関する知識 

   ・ 除染やモニタリングに関する最新の情報 

   ・ 環境教育（温暖化、水環境、廃棄物、新たな環境の創造等）に関するもの 

 

イ 利活用推進のための取組（ソフト面） 

  ・ 各種研修会・講習会の開催 

・ 各種学会の誘致 

・ NPO、住民団体等への活動の場の提供 

 

  ウ 人が集まる施設とするための留意点 

・ リピーターの工夫 

・ 遊び心のある学習、体験型展示物 

・ ストレスからの解放、リラックスできる休憩コーナー設置等 
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(3) 本館・研究棟の利活用 

 ア 施設見学 

 

 イ 産学連携による共同研究の実施 

 

２ Ｂ施設 

  モニタリング及び安全監視を担うＢ施設においては、Ａ施設交流棟のような本格的な

展示施設を設けないが、会議室、ロビー、廊下等を有効活用した展示、普及啓発コーナ

ー等を設置する。 

 

(1) 展示、普及啓発コーナーについて 

  ア 利用者想定 

・ 除染・放射線業務従事者等 

・ 一般県民（子供達を含む） 

・ NPO、市民団体等 

 

  イ 展示の内容 

   ・ 放射線に関する知識 

   ・ 除染やモニタリングに関する最新の情報 

   ・ 被災を受けた相双地方の情報の発信 

 

  ウ 留意点 

・ 限られた展示スペースで効率よく展示を行う必要性 

・ 模型やイラスト等を活用した視覚的に分かりやすい展示等 

 

(2) 施設の利活用 

 ア 施設見学 

 

 イ 専門的研修会・講習会の開催 

 

  ウ 産学連携による線源校正施設等の活用 
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１ 茨城県霞ケ浦環境科学センター 

○ 施設の概要 

  (1) 施設規模 

   ・ 敷地面積   約 33,000m2 

   ・ 建物延床面積 約 5,000m2（鉄筋コンクリート造２階建） 

 

  (2) 主な施設（本体建物） 

   ・ 展示交流ゾーン 

     環境学習の核となる展示室、市民活動などに利用できる多目的ホール、交流

サロン、環境情報コーナー、霞ケ浦などに関する資料を閲覧できる文献資料室

などを配置。 

位置 施設名 概ねの面積(m2) 主な用途など 

１階 

展 示 室 650 水環境学習の中核施設 

展示交流広場 70 市民活動等の発表 

生 物 学 習 室 80 生物学習室に利用 

多目的ホール 320 最大 200人収容、2：1分割利用可能 

研 修 室 110 簡単な水質分析等 

２階 

交流サ ロン 530 ミーティングコーナー等 

会議室Ａ・Ｂ 40・40 20人程度の規模の会議室 

文献資 料室 130 書籍・文献等の閲覧、貸出 

   ・ 研究ゾーン 

     各種実験室や分析室、研究事務室などを配置。 

 

○ 茨城県霞ケ浦環境科学センターの４つの機能 

調査研究・技術開発 
霞ケ浦をはじめとする県内の湖沼・河川の水環境や大気

環境などの保全のための調査研究や技術開発を行う。 

環境学習 
子どもから大人まで親しみやすく参加しやすい「学び」

「考え」「行動」できる体験学習の機会や場を提供する。 

市民活動との連携・支援 
県民や市民団体に対し、活動の場を提供するとともに、

専門家、各機関とのネットワークを構築し支援を行う。 

情報・交流 

研究者と市民、市民相互の交流を促進する。また、内外

の研究機関、大学などとの連携や交流を促進するととも

に霞ケ浦等に関する様々な情報を収集し、蓄積し、県民

に発信する。 

※茨城県霞ケ浦環境科学センター 平成２４年度 要覧より抜粋
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２ 埼玉県環境科学国際センター 

○ 施設の概要 

  (1) 施設規模 

   ・ 敷地面積   約 4ha（うち生態園面積 約 2.2ha） 

   ・ 建物延床面積 約 8,700m2 

（うち展示館面積 1,410m2 鉄筋コンクリート造２階建） 

    ※建物は他に研究棟、宿泊棟など 

   ・ 駐車台数 普通車 110台、大型車 9台 

 

  (2) 事業概要 

ア 環境学習 

    ・ 展示館 

      子どもから大人まで楽しみながら学べる体感型展示 

    ・ 学習機会の提供 

      彩の国環境大学など環境問題に関する講座、研修の解説 

    ・ 環境学習、環境保全活動の支援 

      研修室、情報コーナー、図書コーナーなどを設け、県民の環境保全活動を支援 

   イ 環境面での国際貢献 

    ・ 海外からの研究生受け入れなど国際協力のための人材を育成 

   ウ 環境情報の収集・発信 

    ・ インターネットを活用した環境学習の支援 

    ・ 環境情報コーナー、図書コーナーの設置 

 

○ 埼玉県環境科学国際センターの４つの機能 

環境学習 

環境問題について、気軽に楽しく学習できる体感型展示。 

環境問題に対する理解を深めるための講座、研修。 

環境学習活動の場の提供。 

環境に関する

試験研究 

身近な生活環境から自然環境までの広い範囲を対象とする総合

的・学際的な試験研究。 

広く大学や民間の研究者との情報交換、研究交流。 

生態園を活用した調査研究。 

環境面での 

国際貢献 

海外からの研修生受入など環境面での人材育成を通じた国際協力。 

地球環境問題に係る環境モニタリング調査など国際的技術協力。 

環境情報の 

収集・発信 

インターネットを利用した環境学習情報、試験研究情報、環境行政

情報等の収集・発信 

 

※埼玉県環境科学国際センターの概要（平成２４年４月１日）より抜粋 
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交流棟の参考 

１ 茨城県霞ケ浦環境科学センター 
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２ 埼玉県環境科学国際センター 
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